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研究成果の概要（和文）：後頭葉病変後に視野欠損に対応する網膜内層菲薄化がOCTにおいて認められるが、こ
の変化が外側膝状体を越えて起こる網膜神経節細胞（RGC）変性なのかどうかについては議論の余地がある。そ
こで、同名半盲患者の脳MRI画像に基づき、責任病巣を標準脳上に描画し、グループデータ解析を行った。ま
ず、脳障害発症後早期の網膜内層厚減少に寄与する脳障害部位は、視索・外側膝状体近傍の領域であり、直接的
なRGC軸索障害の可能性が考えられた。一方、慢性期に網膜内層菲薄化が出現する患者の脳障害部位は後頭葉後
極に集中していた。すなわち、外側膝状体を越えるRGCの経シナプス変性も起こり得ることを示唆する所見を得
た。

研究成果の概要（英文）：Inner retinal thinning corresponding to visual field defects is observed 
using OCT after occipital lobe lesions, but it is controversial whether this change is retinal 
ganglion cell (RGC) degeneration that occurs beyond the lateral geniculate nucleus. Therefore, based
 on the brain MRI images of the homonymous hemianopia patients, the responsible lesion was drawn on 
the standard brain and group data analysis was performed. First, the site of brain damage that 
contributes to the decrease in retinal thickness in the early stage after the onset of brain damage 
is the region near the optic tract / lateral geniculate nucleus, and the possibility of direct RGC 
damage was considered. On the other hand, the site of brain damage in patients with inner retinal 
thinning in the chronic phase was concentrated in the posterior pole of the occipital lobe. That is,
 we obtained findings suggesting that trans-synaptic degeneration of RGC beyond the lateral 
geniculate nucleus may occur.

研究分野：神経眼科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
後天性後頭葉病変の影響が眼球の網膜にまで及ぶとはこれまで考えられていなかったが、最近の光干渉断層計を
用いた眼底の定量解析で、後頭葉病変を持つ同名半盲患者では、視野欠損部に一致する網膜内層の菲薄化が見ら
れることが明らかになった。この変化のメカニズムには、網膜神経節細胞の軸索（神経線維）の直接の障害と、
外側膝状体のシナプスを越える遠隔作用の両者が存在すると考えられる。後頭葉障害後、数年で網膜内層に萎縮
性変化が出ることから、同名半盲の患者において、視機能回復を得るためには、障害部の治療に加えて、発症後
数年以内の網膜内層に変化が出現する時期以前に、前部視路（網膜）への逆行性変性を阻止する必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

この研究は科学研究費助成事業研究課題「同名半盲における網膜神経節細胞萎縮の光干渉断

層計（OCT）による解析（基盤研究（C）、26462703）」の継続課題である。動物実験では後頭

葉障害後に網膜神経節細胞の経シナプス逆行性変性が起こることが組織学的に示されてきたが、

眼科的臨床所見に基づき、ヒトの後天性の後頭葉障害では、網膜神経節細胞まで障害の影響が

及ぶことはないとされていた。しかし、近年発展した OCTを用いた定量的な眼底解析により、

後頭葉障害後の同名半盲患者群において、視神経乳頭周囲の網膜神経線維層厚および黄斑部の

網膜神経節細胞複合体厚（網膜神経節細胞に関連した網膜内層の厚み）を OCT を用いて計測

すると、視野欠損に対応する両眼の網膜内層（特に中心網膜）に有意な菲薄化が脳病変発症後

数年以内にみられ、これらの菲薄化は経過観察期間と有意に相関することが判明した。 

また、同名半盲患者群では、半盲側の局所刺激に対する対光反射が減弱し（半盲性瞳孔強直）、

脳病変と対側眼の対光反射が同側眼に比べて低下するが（相対的瞳孔求心路障害陽性）、これら

の対光反射の変化は網膜内層の変化との関連は乏しく、半盲性瞳孔強直と網膜内層菲薄化とは

メカニズムが異なることが示唆された。 

 

２．研究の目的 

前部視路への影響の存在が考え難い、後頭葉の狭い領域に限局した脳病変に伴う網膜内層萎

縮をきたした症例の存在から、同名半盲における網膜内層の菲薄化には、外側膝状体のシナプ

スを越える逆行性の網膜神経節細胞変性が関与する可能性が考えられるが、脳障害による網膜

神経節細胞の軸索への直接障害後の逆行性変性の影響の可能性も完全には否定できない。そこ

で、同名半盲における網膜内層の菲薄化のメカニズムの解明のために、同名半盲患者のそれぞ

れの脳病巣の位置を標準脳上で同定し、それらを重ね合わせることにより、患者群の脳病巣の

局在の傾向を調べることによって、責任病巣の位置と網膜内層厚の経時的変化との関係を調べ

た。 

 

３．研究の方法 

 脳画像解析ソフトである MRIcro（https://people.cas.sc.edu/rorden/mricro/）を用いた。

このソフトは 3次元の関心領域（region of interst; ROI）を標準脳に描くことができ（図 1）、

特定の性質を持つ患者群の脳病変部位とその性質のない患者群の脳病変部位をそれぞれ群内で

重ね合わせた上で 2群間で差し引くと、その特定の性質に関連した脳局所の領域を同定するこ

とが可能となる。ROI のマッピングはソフトに内蔵されている T1 テンプレートの標準脳の水平

断画像上に描画した。また、障害領域を右脳に統一するため、左脳の障害部位は反転させて標

準脳の右脳にマッピングした後に画像の重ね合わせを行った。 

 

４．研究成果 

研究１）MRI にて外側膝状体以降の脳血管障害がみられ、同名半盲を呈した患者 15 例 30 眼

（および正常対照患者の 35 例 35 眼）を、OCT の黄斑部内層厚解析結果に基づき、初回検査時

から同名半盲に一致する顕著な菲薄化のある群と初回検査時には菲薄化の見られなかった群の

2群に分類した。MRIcro での検討結果、前者では後者に比べて脳障害部位が外側膝状体を含む

脳前方に広がっている傾向がみられた（図 2）。この結果は、発症後早期の顕著な網膜内層厚減

少に寄与する脳障害部位が視索・外側膝状体近傍の領域であることを示唆している。また、初

回検査時には菲薄化の見られなかった群においても、平均経過観察期間 43.7±15.0 か月（18



～60 か月）の間に網膜内層厚の有意な菲薄化が認められた（後藤、三木ら．第 72 回日本臨床

眼科学会．「同名半盲患者における脳画像解析ソフト MRIcro を用いた脳障害部位と網膜内層厚

減少との関連性」）。 

 

研究２）さらに、初回検査時に網膜内層菲薄化のない同名半盲患者における脳障害部位と網膜

内層厚の長期経過を検討した。MRI にて外側膝状体以降の視路病変と診断され、初回検査が脳

血管障害の発症後 6 か月以内であり、視野検査で同名半盲を呈した 6 例 12 眼を対象とし、

年齢を適合させた正常患者 30例 30眼と比較した。視神経乳頭周囲の網膜神経線維厚・黄斑部

の網膜神経節細胞複合体厚を初診・6 か月・12 か月・18 か月・24 か月・36 か月後に OCT を

用いて測定し、一般化線形混合モデルを用いて統計学的な検討を行った。視神経乳頭周囲の網

膜神経線維厚は対側眼において 24か月で対照群に比べて有意な菲薄化が出現し、黄斑部の網膜

神経節細胞複合体厚は同側眼において 12 か月、対側眼において 24か月で有意な菲薄化が出現

した（図 3上）。 すなわち、網膜内層厚減少の検出は 12 か月以降で顕著になっていた。また、

MRIcro での検討では、脳障害部位は視放線に沿う形状で後頭葉後極に集中していた（図 3下）。

これらの結果から、少なくとも一部の同名半盲患者における緩徐進行性の網膜内層厚減少は、

後頭葉障害に起因し、外側膝状体のシナプスを越える逆行性網膜神経節細胞変性で生じること

が示唆された（後藤、三木ら．第 58 回日本神経眼科学会．「長期経過を観察できた同名半盲患

者における脳障害部位と網膜内層厚））。 

 

上記の研究１・研究２より、同名半盲における局所的な網膜内層菲薄化、すなわち網膜神経

節細胞萎縮には二つの成因があり、一つは前部視路における網膜神経節細胞軸索の直接障害で

あり、もう一つは後部視路病変の影響による外側膝状体におけるシナプスを越える逆行性網膜

神経節細胞萎縮であることが示唆された。 



図１ MRIcro（https://people.cas.sc.edu/rorden/mricro/） 

標準脳上に同名半盲の責任病巣の関心領域を描画した。 

 
 
図２ 研究１ 
初回検査時から同名半盲に一致する顕著な菲薄化のある群と初回検査時には菲薄化の見られな
かった群の 2群の脳責任病巣の差し引きから、脳血管障害発症後早期における顕著な網膜内層
厚の減少に寄与する脳障害部位は, 視索・外側膝状体近傍の領域であることが示唆された。 

 
 
図３ 研究２ 
初回検査時に網膜内層菲薄化のない同名半盲患者においても、36か月後には黄斑部網膜内層は
有意に菲薄化し、それらの症例の脳障害部位は後頭葉後極に集中している。 
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 ４．巻
三戸裕美, 三木淳司, 後藤克聡, 荒木俊介, 石田順子, 家木良彰, 桐生純一 73
 １．著者名

10.1186/s12886-019-1177-z

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Foveal avascular zone and macular vessel density after correction for magnification error in
unilateral amblyopia using optical coherence tomography angiography

BMC Ophthalmology 171

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Araki Syunsuke, Miki Atsushi, Goto Katsutoshi, Yamashita Tsutomu, Yoneda Tsuyoshi, Haruishi
Kazuko, Ieki Yoshiaki, Kiryu Junichi, Maehara Goro, Yaoeda Kiyoshi

19
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.2147/OPTH.S174277

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Factors associated with fluctuations in repeated measurements of intraocular pressure using the
Goldmann applanation tonometer in Japanese patients with primary open-angle glaucoma.

Clinical Ophthalmology 1473,1478

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yaoeda Kiyoshi, Fukushima Atsushi, Shirakashi Motohiro, Miki Atsushi, Fukuchi Takeo 12
 １．著者名

10.1111/aos.13644

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Preferential atrophy of the central retinal ganglion cells in homonymous hemianopia due to
acquired retrogeniculate lesions demonstrated using swept-source optical coherence tomographｙ

Acta Ｏphthalmologica 538,539

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yamashita Tsutomu, Miki Atsushi, Goto Katsutoshi, Araki Syunsuke, Takizawa Go, Ieki Yoshiaki,
Kiryu Junichi, Tabuchi Akio, Iguchi Yasuyuki, Kimura Kazumi, Yagita Yoshiki

96
 １．著者名

10.1080/01658107.2017.1367012

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Relative afferent pupillary defects in homonymous visual field defects caused by stroke of the
occipital lobe using pupillometer

Neuro-Ophthalmology 139,145

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takizawa Go, Miki Atsushi, Maeda Fumiatsu, Goto Katsutoshi, Araki Syunsuke, Yamashita Tsutomu,
Ieki Yoshiaki, Kiryu Junichi, Yaoeda Kiyoshi

42
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中隔視神経異形成症の眼科診療に関する研究

眼科臨床紀要 395,400

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
佐藤美保, 加藤光広, 田島敏広, 川村孝, 仁科幸子, 根岸貴志, 柿原寛子, 初川嘉一, 松村望, 三木淳司,
寺井朋子, 横山利幸, 森田由香, 三原美晴, 野村耕治, 富田香, 林思音, 磯貝正智, 堀田喜裕

11
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
弱視のOCT所見と鑑別疾患

眼科グラフィック 190,197

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
荒木俊介, 三木淳司 7
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
後頭葉病変によるOCTの長期変化

眼科 1475,1483

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
山下力, 三木淳司 60
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
川崎医科大学附属病院におけるリパスジル点眼液の使用経験と効果

臨床眼科 1443,1449

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
石田順子, 家木良彰, 山下力, 三木淳司, 桐生純一 72
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
神経眼科でのOCTの活用

臨床眼科 332,340

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
後藤克聡, 三木淳司 72
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1155/2017/3596587

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Quantitative analysis of macular inner retinal layer using swept-source optical coherence
tomography in patients with optic tract syndrome.

Journal of Ophthalmology 1-5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Goto Katsutoshi, Miki Atsushi, Yamashita Tsutomu, Araki Syunsuke, Takizawa Go, Mizukawa
kenichi, Ieki Yoshiaki, Kiryu Junichi

2017
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
他覚的屈折検査を併用した三歳児健康診査における視覚健診

川崎医療福祉学会誌 105,112

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
林泰子 ,松井佳奈子 ,三木淳司 ,田淵昭雄 28
 １．著者名

10.1007/s10384-018-0612-7.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Incidence of side effects of topical atropine sulfate and cyclopentolate hydrochloride for
cycloplegia in Japanese children: a multicenter study.

Japanese Journal of Ophthalmology 531,536

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Wakayama Akemi, Nishina Sachiko, Miki Atsushi, Utsumi Takashi, Sugasawa Jun, Hayashi Takao,
Sato Miho, Kimura Akiko, Fujikado Takashi.

62
 １．著者名

10.1186/s12886-018-0894-z

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effect of amblyopia treatment on choroidal thickness in hypermetropic anisometropic amblyopia
using swept-source optical coherence tomography

BMC Ophthalmology 227,227

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Araki Syunsuke, Miki Atsushi, Goto Katsutoshi, Yamashita Tsutomu, Takizawa Go, Haruishi Kazuko,
Yoneda Tsuyoshi, Ieki Yoshiaki, Kiryu Junichi, Maehara Goro, Yaoeda Kiyoshi.

18
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.11476/shinkeiganka.34.183

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
視神経炎の経過中に心因性視覚障害を合併し、その鑑別に立体視検査が有用であった１例

神経眼科 183-189

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
後藤克聡, 水川憲一, 三木淳司, 瀬戸口義尚, 荒木俊介, 春石和子, 桐生純一 34
 １．著者名

10.1080/01658107.2017.1367012

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Relative Afferent Pupillary Defects in Homonymous Visual Field Defects Caused by Stroke of the
Occipital Lobe Using Pupillometer

Neuro-Ophthalmology -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Takizawa Go, Miki Atsushi, Maeda fumiatsu, Goto Katsutoshi, Araki Syunsuke, Yamashita Tsutomu,
Ieki Yoshiaki, Kiryu Junichi, Yaoeda Kiyoshi

-
 １．著者名

10.1111/aos.13644

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Preferential atrophy of the central retinal ganglion cells in homonymous hemianopia due to
acquired retrogeniculate lesions demonstrated using swept-source optical coherence tomography

Acta Ophthalmologica -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yamashita Tsutomu、Miki Atsushi、Goto Katsutoshi、Araki Syunsuke、Takizawa Go、Ieki Yoshiaki、
Kiryu Junichi、Tabuchi Akio、Iguchi Yasuyuki、Kimura Kazumi、Yagita Yoshiki

-
 １．著者名

10.1186/s12886-017-0559-3

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Macular retinal and choroidal thickness in unilateral amblyopia using swept-source optical
coherence tomography.

BMC Ophthalmology 1-13

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Araki Syunsuke, Miki Atsushi, Goto Katsutoshi, Yamashita Tsutomu, Takizawa Go, Haruishi Kazuko,
Ieki Yoshiaki, Kiryu Junichi, Yaoeda Kiyoshi.

17
 １．著者名



2017年

2017年

2018年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
調節麻痺薬の使用に関する施設基準および副作用に関する調査：多施設共同研究

日本眼科学会雑誌 529-534

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
若山曉美, 仁科幸子, 三木淳司, 内海隆, 菅澤淳, 林孝雄, 佐藤美保, 木村亜紀子, 不二門尚 121
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
内眼手術後の続発緑内障に対するトラベクロトミーの成績

眼科手術 142-147

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
瀬戸口義尚, 家木良彰, 渡邊一郎, 山下力, 三木淳司, 桐生純一 31
 １．著者名

10.11476/shinkeiganka.34.443

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
両眼開放視野検査が診断の一助となった片眼性機能性耳側半盲の1例

神経眼科 443-448

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
後藤克聡, 竹上亜也加, 荒木俊介, 三木淳司, 水川憲一, 瀧澤剛, 山下力, 春石和子, 家木良彰, 桐生純
一

34
 １．著者名

10.11476/shinkeiganka.34.332

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
妊娠・分娩を契機として球後視神経炎に類似した所見を呈した下垂体腺腫の1例

神経眼科 332-340

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
後藤克聡, 三木淳司, 荒木俊介, 水川憲一, 桐生純一, 宇野昌明 34
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
II 救急疾患ごとの基本的な対処法（4）眼位・眼球運動「Q1 外来に眼球運動の障害されている患者がいま
す。対処法を教えて下さい」

あたらしい眼科 121-127

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
春石和子, 三木淳司 34
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「神経内科　診断推論」複視，眼瞼下垂‐眼科が推論する

Modern Physician 719-724

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
後藤克聡, 三木淳司 37
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
半側空間無視患者におけるプリズム順応過程の詳細

日本視能訓練士協会誌 265-273

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
松藤佳名子, 三木淳司 46
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
半側空間無視に対するプリズム順応過程における主観的正中面位置の変化

川崎医療福祉学会誌 97-104

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
松藤佳名子, 三木淳司 27
 １．著者名



〔学会発表〕　計55件（うち招待講演　12件／うち国際学会　2件）

2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第123回日本眼科学会

The Association for Research in Vision and Ophthalmology(ARVO) 2019 Annual Meeting（国際学会）

令和元年度第2回静岡県遠州眼科医会放談会（招待講演）

第57回日本神経眼科学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山下力，三木淳司，近藤峰生，荒木俊介，後藤克聡，家木良彰，桐生純一

Miki Atsushi, Araki Shyunsuke, Goto Katsutoshi, Yamashita Tsutomu, Yoneda Tsuyoshi, Haruishi Kazuko, Ieki Yoshiaki, Kiryu
Junichi, Maehara Goro, Yaoeda Kiyoshi

三木淳司

山下力, 三木淳司, 後藤克聡, 荒木俊介, 春石和子, 家木良彰, 桐生純一

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

視神経炎患者における皮膚電極ERGによる網膜内層機能評価とOCTによる網膜内層構造評価

Evaluation of foveal avascular zone and macular vessel density in unilateral amblyopia using optical coherence tomographic
angiography

視神経疾患の診断と治療

後頭葉病変発症後において網膜神経節細胞複合体厚に菲薄化がみられなかった2症例



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第60回日本視能矯正学会

第67回川崎医科大学眼科学術会

第73回日本臨床眼科学会

第73回日本臨床眼科学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

後藤克聡, 三木淳司, 山下力, 荒木俊介, 家木良彰, 桐生純一

 ３．学会等名

三戸裕美, 三木淳司, 後藤克聡, 井東千尋, 小野貴暁, 家木良彰, 桐生純一

荒木俊介, 三木淳司, 後藤克聡, 山下力, 米田剛, 春石和子, 家木良彰, 桐生純一, 八百枝潔

後藤克聡, 三木淳司, 荒木俊介, 眞鍋優, 瀧澤剛, 桐生純一

 １．発表者名

 １．発表者名
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